
 

 

＜景観審査部会＞ 

○日吉箕輪町計画の景観形成について（審議）（平成 29年 12月 25日） 

港北箕輪町二丁目地区地区計画内の建築物等の計画の形態意匠に関する認定に対する意見 

について（審議）（平成 30年３月５日） 

【資料３－１】 

【付議理由】 

 地区計画条例では、「市長が地区計画条例による形態意匠の認定をしようとする場合、規模等に照

らし必要があると認めるときは、あらかじめ、横浜市都市美対策審議会の意見を聴くことができる」

としており、本計画は「２号再開発促進地区以外に建築するもので、高さが市街地環境設計制度の

緩和限界を超えるもの」であり、これに該当する。また、第 99回都市美対策審議会にて「地区計画

の制限内容などを定める際には作成段階も意見を聴く」としている。 

 本件は、平成 29 年 12 月に形態意匠に関する認定に先立ち、デザインの考え方についてご意見を

伺うために付議し、平成 30年３月には、地区計画の形態意匠に関する認定に対してご意見を伺うた

めに付議した。 

【計画概要】 

・東急東横線日吉駅と綱島駅の間に位置する最高高さ 60ｍのマンション・低層商業系の複合開発計画 

・周辺へ開かれた低層部のにぎわい形成と周辺環境へ配慮し中高層部の圧迫感・長大感を抑えた計

画を行う。 

【結論】 

 12 月の部会では、「低層部の設えについては、敷地やまち全体の中での各広場や通路の性格を鑑み、

計画すること。特に小学校と隣接する通路や広場は、小学校との関係も考慮すること。中高層部の

デザインについては、分節の手法について整理し、引き続き検討すること。次回は地区計画条例に

基づき、Ａ工区の形態意匠制限の認定に際した審議とする。」という結論となった。 

３月の部会では、「事業者より申請されたＡ工区の建築物の計画内容については市の考え方のとお

り形態意匠制限の内容に適合していると考えられる。」という結論となった。 

---------------------------------------------------------------------------------------- 

 

○都市景観形成行為に関する協議事項及び協議の方針に関する意見について 

（関内地区都市景観協議地区 中区日本大通５番２号）（審議） 

（平成 30年１月 30日、平成 30 年３月５日）【資料３－２】 

【付議理由】 

都市景観協議地区内では、「特定都市景観形成行為」（関内地区の場合、高さが 45ｍを超える建築

物の新築又は移転等）に該当する行為に関し、協議事項及び協議の方針を定めるに当たっては、あ

らかじめ、都市美対策審議会の意見を聴かなければならないとしていることから付議をした。 

本件は、１月に１回目の審議を行い、そこで出された意見を踏まえて市と事業者で協議し、３月

に２回目の審議を行った。 

【計画概要】 

・建築物の高さ 74.7ｍ（地下２階、地上 19階）の住宅、ホテル、店舗 

・歴史的街並みを多く残す日本大通り特定地区にふさわしい、品格のある景観形成を行う。 

 

（裏面あり） 

横浜市都市美対策審議会 各部会の開催報告について 

資 料 ３ 



 

【結論】 

１月の部会では、「低層部においては、周囲の歴史的建造物を尊重したデザインの連続性、大桟橋

通り側の設えについて、引き続き検討すること。高層部においては、圧迫感を軽減するための分節

の手法やバルコニーの設えについて、低層部との関係性もふまえ、引き続き協議すること。」という

結論となった。３月の部会では、「高層部の設備デッキ及びバルコニーの景観計画上の基準及びその

取扱いについては、市で再整理し、次回示すこと。色彩、夜間景観については引き続き検討するこ

と。低層部の設えについては了承する。」という結論となった。 

 

 

 

 

（参考） 

○エキサイトよこはま２２ガイドライン検討会 アーバンデザイン部会の開催状況 

※エキサイトよこはま２２エリア内の形態意匠の認定においては、専門的な観点から景観に関する意見

を伺う場であるアーバンデザイン部会にて審議することを本審議会において了承をいただいております。 

【内容】 

●地区計画の形態意匠制限の認定に関すること（第 26回：平成 30年１月 18日） 

・ 横浜駅きた西口鶴屋地区第一種市街地再開発事業の景観デザインについて意見徴収 

 

※（仮称）横浜駅西口開発ビル駐車場棟スケジュール 

Ｈ30年度 着工（予定） 

Ｈ32 年度 竣工（予定） 

 

※ 横浜駅きた西口鶴屋地区第一種市街地再開発事業スケジュール 

平成 29 年度 市街地再開発組合設立 

平成 30 年度 建築工事着手（予定） 

平成 33 年度 竣工（予定） 

 

 

 

＜表彰広報部会＞ 

○第９回横浜・人・まち・デザイン賞について（審議）【資料３－３】 

・平成 29年 11月 13日：第 15 回表彰広報部会 

賞の方向性については検討し、広報の方法についてはいただいた意見をできるだけ反映していく。 

・平成 30年１月 12日：合同部会（横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会との合同部会） 

賞の意義、あり方については今後の課題事項とし、ポスターデザインについてはいただいた意見

をもとに修正をする。 



















市役所、区役所、地区センター等で配布している募集リーフレットの
応募はがきか、横浜市都市整備局のホームページから応募してください。

魅力的なまちをめざして取り組む市民によるまちづくり
活動や、まちの個性となる景観を表彰します。

9 ヨコハマの

“いいトコ
”

“いいコト
”

大募集！

ヒトがいる
マチがある

ハマになる

港北区を拠点とした
みんなで子育てをする環境づくり（港北区）

中川駅前商業地区の
安全で魅力的なまちづくり（都筑区）

「夢の舞う岡」と命名された
まちの玄関（戸塚区） みなまき　みんなのひろば（旭区）

第8回　横浜・人・まち・デザイン賞

［地域まちづくり部門］表彰事例
第8回　横浜・人・まち・デザイン賞

［まちなみ景観部門］表彰事例

応募は
コチラ

6月30日土

平成30年

応募締切
地域まちづくり部門

［横浜市都市整備局地域まちづくり課］ 
Tel：045-671-2679　Fax：045-663-8641

［横浜市都市整備局景観調整課］
Tel：045-671-3470　Fax：045-663-8641

まちなみ景観部門
［横浜市

ま
問合せ先

01101194
テキストボックス
資料３－３



地域まちづくり部門 横浜市都市整備局地域まちづくり課
Tel：045-671-2679　Fax：045-663-8641

第8回　横浜・人・まち・デザイン賞

［地域まちづくり部門］表彰事例

第8回　横浜・人・まち・デザイン賞

［まちなみ景観部門］表彰事例

■活動の名称

■応募・推薦理由

切り取り

まちなみ景観部門 横浜市都市整備局景観調整課
Tel：045-671-3470　Fax：045-663-8641

❶農作業を通じた住民の見守りと交流  六ツ川野外サロン
プロジェクト（南区）
❷保土ケ谷の人・まち・文化を活かした街道のにぎわいづくり（保土ケ谷区）
❸六浦東地区の人材マップを生かした地域ぐるみの
まちづくり（金沢区）
❹港北区を拠点としたみんなで子育てをする環境づくり（港北区）
❺中川駅前商業地区の安全で魅力的なまちづくり（都筑区）
❻「まち工場による地域子育て支援」　～東山田準工業
地域の取り組み～（都筑区）

地域まちづくり部門

まちなみ景観部門

問合せ先

❶restaurant pétale de Sakura［レストラン ペタル ドゥ サクラ］（泉区）／❷みなまき　みんなのひろば（旭区）／❸minaGARDEN
十日市場（緑区）／❹「夢の舞う岡」と命名されたまちの玄関（戸塚区）／❺神奈川大学横浜キャンパス29号館［国際センター］

（神奈川区）／❻新横浜公園から見た大熊川トラス橋（港北区）／❼旧開通合名会社の煉瓦壁（中区）／❽横浜海岸教会（中区）

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

❼ ❽

名称： 電話番号

住所：〒

■ 活動団体の名称・住所・電話番号

❶いつから

❸何をして

❷どこで

❹どのような効果がある

■活動概要（他薦の場合は分かる範囲でご記入ください）

■景観の名称

■応募・推薦理由

　区 町

■対象の所在地

■付近の案内図（応募・推薦したい場所が分かるようにご記入ください）

※写真を添付する場合は電子申請での
応募をお願いします。

写真提供：小川重雄
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横浜市中区港町１－１
横浜市都市整備局景観調整課
横浜・人・まち・デザイン賞事務局　行

■ 応募者氏名 どちらかに○を
つけてください

自薦　　他薦

地域まちづくり部門
横浜市地域まちづくり推進条例に基づいて、
横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会が選考します。

選考は平成31年１月頃、表彰式は５月頃開催予定です。

横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例に基づいて、
横浜市都市美対策審議会表彰広報部会が選考します。

まちなみ景観部門

今回の募集をどこで知りましたか

この賞があることを知っていましたか

■ 応募者住所

■ 応募者電話番号

〒

1. 市役所　  2. 区役所　  3. その他公共施設　  4. 新聞・雑誌　  5. ホームページ

6. 友人・知り合いから　7. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ）

1. 以前から知っていた　　　　  2. 今回初めて知った

料金受取人払郵便

横浜港局
承認

差出有効期限
平成30年6月30日まで

4028

017

■右の応募はがきに必要事項を御記入のうえ、切手をはら
ずにポストへ投函してください。

■QRコードや市のホームページからも応募できます。

■自薦（地域まちづくり活動を行っている本人、建物所有者
や設計者など）、他薦は問いません。

■応募はがき1枚につき1件の記入とし、何件でも応募できます。

■お寄せ頂いた情報や写真は、紙面やホームページ等で使用することがありますので、予
めご了承ください。

■写真の著作権については市に帰属し、永続的に自由に使用できるものとします。

◆  地域の個性と魅力にあふれた、新しい景観の創造に寄与しているもの
◆  まちの活性化に寄与し、賑わいのある景観を形成しているもの
◆  歴史的なまちなみ、及び自然景観の保全に寄与しているもの
◆  横浜らしさの演出に寄与しているもの
◆  景観と環境や福祉への配慮などの、先進的な取組が調和しているもの

◆  横浜市内に存する「まちなみ」や「建造物」であること。
◆  おおむね10年以内に、新しく造られたもの、歴史的建造物等が再生されたものであること。
過去に「横浜まちなみ景観賞」及び「横浜・人・まち・デザイン賞　まちなみ景観部門」で表彰された景観
は対象外とします。

人・まち・デザイン 検 索

地域まちづくり部門の
　　　募集にあたって

横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会長
奥村　玄 （株式会社GENプランニング代表取締役）

横浜のまちづくりが生き生きとしているのは、「まちをつくるのは私たちだ」と考える市民がたくさんいるからだと
思います。臨海部も郊外部も市内のあちこちで、何代も続く家も新たに移住してきた人々も力を合わせ、地域の
特徴に応じて実に多様な独創性にあふれたまちづくり活動が積み重ねられています。みなさんの活動を紹介す
ることでさらに魅力的なまちづくりが広がり、次の世代に伝えていくためにたくさんのご応募をお待ちしてます。

まちなみ景観部門の
　　　募集にあたって

横浜市都市美対策審議会表彰広報部会長
関　和明 （関東学院大学建築・環境学部建築・環境学科教授［建築史］）

建物や公園、道や橋、広場や庭園、そして新しい使い方をされた古い建物など、みなさんの周りには魅力のあ
る景観がたくさんあることでしょう。「大切にしたい」と感じるものや、いろいろな工夫がされて丁寧に創られた
デザインを見つけてください。まちづくりに関連した景観の創造も歓迎します。自薦も他薦もOKです。みなさ
んからの応募そのものが、横浜のまちのたたずまいを、さらに良くしてゆく力になることでしょう。

地域まちづくり部門 まちなみ景観部門
郵便はがき

2 3 1 8 7 9 0

応募・推薦方法

選考の視点

●  公共性（地域社会への貢献）
●  積極性
●  地域住民等の幅広い参加や他団体との連携

●  今後の活動の継続性・発展性
●  創意工夫

選考の視点

● 株式会社GENプランニング　
代表取締役
奥村　玄

● 株式会社イータウン代表取締役
齋藤　保

● まちひとこと総合計画室代表 
田邊　寛子

● 東京都市大学環境学部教授
室田　昌子

● 市民委員
植松　満美子

選考委員

選考について

応募要件

●  横浜市内における地域まちづくりであること。
●  おおむね3年以上の取組実績があること。
過去に「横浜まちづくり功労者賞」及び「横浜・人・まち・デザイン賞　まちづくり活動部門又は地域まち
づくり部門」で表彰された活動は対象外とします。

応募要件

受賞活動の例 受賞景観の例

切り取り

横浜市中区港町１－１
横浜市都市整備局景観調整課
横浜・人・まち・デザイン賞事務局　行

■ 応募者氏名 どちらかに○を
つけてください

自薦　　他薦

今回の募集をどこで知りましたか

この賞があることを知っていましたか

■ 応募者住所

■ 応募者電話番号

〒

1. 市役所　  2. 区役所　  3. その他公共施設　  4. 新聞・雑誌　  5. ホームページ

6. 友人・知り合いから　7. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ）

1. 以前から知っていた　　　　  2. 今回初めて知った

料金受取人払郵便

横浜港局
承認

差出有効期限
平成30年6月30日まで

4029

017

郵便はがき

2 3 1 8 7 9 0

地域まちづくり部門

まちなみ景観部門ま

（横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会）

◆ 関東学院大学建築・環境学部
　 建築・環境学科教授（建築史）
関　和明

◆ 横浜商工会議所
大西　晴之

◆ 市民委員
塩田　久美子

◆ エッセイスト
鈴木　智恵子

◆ 関東学院大学建築・環境学部
　 建築・環境学科准教授
　（環境デザイン専攻）
中津　秀之

選考委員（横浜市都市美対策審議会表彰広報部会）

【概要】
「相鉄沿線名店プロジェクト」の誘致第１号店として相鉄いずみ野線弥
生台駅前に2014年に新築されたフレンチレストラン。外壁には厨房を
覗くことのできる小窓が設けられ、内部の様子が外へ漏れ出しています。

【受賞者のコメント】
当初は横浜で営業をするにあたって新参者とみられているのでは？と
心配していましたが、地元生産者との交流・食材を使うなど、地域に根差したお店づくりをしたことが賞として認め
られ、自信につながりました。受賞してからは、地元の人たちが応援してくれるような雰囲気があり、より自慢して
いただける様なお店になったと思います。（難波シェフ）

市民が自ら主体となって、創意工夫し、地域ま
ちづくりを推進している活動を募集します。
活動の主体となる団体と、その取組を支援した
個人または団体を表彰します。

【概 要】
片倉うさぎ山公園の建設に伴い、地域ぐるみで施設の計画や利用の決
まりなどについて地域で話し合い、子どもの遊び場や多目的広場など地
域住民の意見反映に尽力しました。公園の開園後は「自分の責任で自由
に遊ぶ」をモットーに片倉うさぎ山プレイパークを運営しています。

【受賞者のコメント】
当時プレイパークの認知度はまだ低く、地域のママが公園に集まって何をしているのかと思われている時期でした。
受賞後、連合町内会の方々を招いて開いたお祝いの会で、地域の方たちと受賞を喜び合うことができ、以降「単な
るママさんたちの活動ではなく、地域の活動」という認識に変わり、一丸となってプレイパークを盛り上げようとい
う機運が高まりました。（瀬嵐さん）

●  自然を生かした公園でのプレイパーク運営（第3回） ◆  restaurant pétale de Sakura（レストラン ペタル ドゥ サクラ）（第8回）

※応募者の氏名を活動団体へ伝える場合があります。

スマートフォン スマートフォン
(パソコン画面)

※写真を添付する場合はパソコン
画面から応募をお願いします。

地域の個性と魅力をつくりだしている「まちなみ」や「建造物」を募集します。
景観づくりに貢献した事業者、設計者、施工者などを表彰します。
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